
神奈川県立湘南支援学校における学校運営協議会開催結果 

 

本校の学校運営協議会を下記の通り開催しました。 

審 議 会 等 名 称 令和５年度 第３回湘南支援学校運営協議会 

開 催 日 時 令和５年 10月 31日（木）9：30～11：15 

開 催 場 所 湘南支援学校 会議室 

出 席 者 学校運営協議会委員７名 

本校職員９名 

次 回 開 催 予 定 令和５年 10月 31日（火）９：30～11：00 

問 い 合 わ せ 先 神奈川県立湘南支援学校 副校長 高田 君恵 

電話 0463-34-7244 FAX 0463-34-8707 

下 欄 に 掲 載 

す る も の 

議事録 公開を概要とした

理由 

 

審議 ・会 議 経過 【学校運営協議会】 

１ 学校長挨拶  

 ・2学期は行事の多い時期。修学旅行が小・中学部で終了。高等部は準備

を進めている。給食はコロナ対策も変わり自分たちで配膳するようになっ

た。学習発表会は以前学校全体で行っていたが学部。学年ごとの発表に

なっている。 

 

２ 会長あいさつ 

 ・コロナは落ち着いたがインフルエンザも流行ってきている。気を付けて行

って様々なことが再開している。笑顔でいられることが必要だと感じる。

ぜひ、湘南支援学校から発信してほしいと思っている。 

 
３ 令和 5年度学校評価（中間評価） 
・副校長より報告（パワーポイント資料） 

 
４ 中間評価に関連した具体的取組報告 
 ・各グループ GLと各学部リーダーから発表（パワーポイント資料） 
・中学部より ICTを活用をした授業実践のビデオの視聴 

 
  
５ 意見交換 
 ・企業の者として、湘南支援の進路担当者がインクルーシブ教育実践

推進校へ訪問する際に一緒に同行させてもらい進路学習の授業見
学をした。実際に見学をした感想として、現場の先生方の苦労が偲
ばれる。週 2コマ、対象の生徒向けの授業がある。働くことについ
て民間企業で働いたことのない教員がどう教えるのか興味があっ
た。特別支援学校の教員と違い企業との関係がほとんどない高等
学校の先生へ企業の者として協力できることがあれば、と当日お
話しした。進路の教員も大変そうだ。インクルーシブの理想はある
が、現実は難しさがあると感じた。 
→高校生活を味わえるというメリットもあり、多様な学びの場とな
っている。インクルーシブ校での支援が充実するようにこちらの



ノウハウなどを伝えるような連携を行っている。 
 ・防災安全部会として、避難訓練を見学した。繰り返して行うことが

重要だと思う。また、地域の防災訓練が 11月 11日（土）にあるの
で湘南支援学校からも参加していただく予定。今回は避難訓練、合
同避難所へ歩いて移動するなど。被災者カードを使う訓練も行う。 
→９月の大雨で高齢者等避難指示が出たとき、当日朝、本校は通常
どおりの授業と決め保護者へ連絡を流したが、それと同時に平塚
市から高齢者等避難指示が発表され戸惑った。 今後、市との連携
が必要である。 

・小６の修学旅行における指導実践の報告では、児童の実態に合わせ
た対応ができているのが大変良いと思った。 
→普段学校で行っている指導や支援を校外でもツールを活用する
ことで、落ち着いて行動できたり、自分から活動できたりする子ど
もの姿が見られた。 

 ・高等部の清掃班に中原公民館の清掃をしていただき大変きれいに
なった。また、来ていただきたい。 

 ・ICTを活用した中学部の授業で、修学旅行で行くレゴランドのジェ
ットコースターに乗る疑似体験の授業は、保護者としても事前に
こういった指導をしてもらえると安心できるし、子どもも自分が
乗れそうだと判断できるのがいい。ことばで伝えられない子ども
もこういった支援があると伝えられると思う。 
→この事前学習の結果、実際に行った修学旅行では、生徒が見通し
を持ち楽しみにして乗り物に乗ることができた。 

・ICTの活用が進んでいるが、黒板とかホワイトボードは使っている
のか。 
→一人一台端末を活用が進んでいるが、それだけで授業をするわ
けではない。現在、すべての教室の黒板をホワイトボードに変更す
る工事を進めている。ホワイトボードの活用にもそれぞれのメリ
ットがあるので。 
・個別教育計画を家庭保管することになった取組はよいと思う。保
護者がしっかり確認することができる。 

 
６ その他 

 ・第４回 ２/２２（木）9:30～11:１５を予定。 

 

 


